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五
三

書
舶
庸
�
卷
七
〔
民
國
二
十
三
年
（
昭
和
九
年
、
一
九
三
四
年
、
甲
戌
）
一
�

一
日
～
十
四
日
〕

二
十
三
年
一
�
一
日
【
原
�

：〔
陰
�
〕
十
一
�
十
六
日
】

�
れ
。
明
け
方
、
投
宿
先
の
�
人
が
膳
を
設
け
て
�
蘇
を
客
に
ふ
る
ま
う
。
司

法
部
�
輯
の
董
其
鳴
、
申
保
お
よ
び
長
男
の
妻
劉
德
如
の
書
簡
を
�
け
取
る
。
其

鳴
は
江
西
の
玉
山
（
江
西
省
上
饒
市
玉
山
縣
）
の
人
で
、
み
ず
か
ら
廬
陵
（
江
西

省
吉
安
市
）
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
。
余
の
始
�
と
籍
貫
が
同
じ
で
あ
る
の
で
、

家
譜
を
取
り
出
し
て
見
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
家
系
は
江
�
（
江

蘇
省
揚
州
市
）
の
流
れ
に
出
て
、
つ
い
で
廬
陵
に
移
�
し
、
ま
た
玉
山
に
移
っ
た

と
の
こ
と
。
ま
た
家
譜
に
「
一
支
流
が
武
�
（
江
蘇
省
常
州
市
）
に
移
っ
た
云
々
」

と
あ
る
と
い
う
。
董
氏
は
廬
陵
に
發
源
す
る
が
、
そ
の
證
據
と
し
て
江
蘇
の
溧
陽

（
常
州
市
溧
陽
縣
�
市
）
や
浙
江
の
慈
谿
（
寧
波
市
慈
溪
縣
�
市
）
が
皆
同
系
で

あ
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
た
だ
余
が
家
は
宋
代
に
廬
陵
か
ら
�
江
（
江
蘇
省
蘇

州
市
�
江
縣
�
市
）
に
移
り
、
元
代
に
な
っ
て
始
め
て
武
�
に
移
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
�
接
に
移
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
。

二
日晴

れ
。
年
賀
�
が
た
く
さ
ん
屆
く
。
余
は
執
筆
の
た
め
閑
が
な
く
、
じ
っ
く
り

見
ら
れ
な
い
。
晝
に
長
澤
〔
規
�
也
〕、
田
中
〔
慶
太
郞
〕
が
相
�
い
で
來
談
。

三
日晴

れ
。
夕
方
に
野
本
〔
白
雲
〕
が
村
田
と
と
も
に
來
訪
、
綠
風
莊（

（
（

に
行
き
夜
宴

に
招
待
し
て
く
れ
る
。
�
す
が
ら
田
中
に
年
始
の
挨
拶
。
�
れ
出
し
て
一
緖
に
行

き
た
か
っ
た
が
、
す
こ
し
加
減
が
良
く
な
い
と
の
こ
と
で
斷
わ
る
。
綠
風
莊
は
日

本
風
の
支
�
料
理
店
で
あ
っ
た
。
�
下
は
長
く
座
�
が
廣
く
、
氣
持
ち
が
ゆ
っ
た

り
と
く
つ
ろ
ぐ
。
河
井
仙
郞
〔
荃
廬
〕
が
續
い
て
到
着
。
こ
の
君
は
篆
刻
が
う
ま

く
、
し
ば
し
ば
上
�
に
�
し
、
�
堂
叟
（
羅
振
玉
）
の
舊
友
で
あ
り
、
久
し
く
そ

の
名
を
聞
き
�
ん
で
い
る
。
か
つ
て
高
さ
一
寸
ば
か
り
の
田
白
の
石
材
を
用
�

し
、
京
都
の
書
友
に
依
賴
し
て
彼
に
篆
刻
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
そ
の
後
に

そ
の
人
が
�
く
な
っ
た
た
め
、
�
ね
る
手
立
て
が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
今
は
高

齡
ゆ
え
に
刻
印
は
お
斷
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
現
代
の
書
畫
家
に
つ
い
て
の
�

論
が
余
と
多
く
合
致
し
た
。
と
り
わ
け
�
昌
碩
派
を
一
派
と
し
な
い
考
え
を
も
っ

董
康
『
書
舶
庸
�
』
九
卷
本
譯
�
（
五
）

芳

　
村

　
弘

　
�

譯
　
注



董
康
『
書
舶
庸
�
』
九
卷
本
譯
�
（
五
）	

五
四

て
お
り
、
鑑
賞
眼
が
一
般
と
異
な
っ
て
眞
を
得
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
1
）
綠
風
莊
は
柳
原
康
（
綠
風
）
が
東
京
下
谷
區
谷
中
眞
島
町
一
番
地
に
開
い
た
中
華

料
理
店
。
も
と
美
作
�
山
藩
（
眞
島
藩
）
の
下
屋
�
で
、�
一
萬
�
の
�
地
が
あ
っ
た
。

昭
和
七
年
か
ら
營
業
開
始
。
な
お
、
綠
風
莊
は
の
ち
芝
高
輪
南
町
に
移
轉
し
た
。
綠
風

莊
に
つ
い
て
は
綠
風
の
子
息
、柳
原
一
日
氏
の
『
綠
風
閣
の
一
日
　
�
人
の
素
顏
』（
�

談
�
、
二
〇
〇
四
年
六
�
）
を
參
考
に
し
た
。

四
日晴

れ
。
午
後
六
時
に
〔
楊
〕
鼎
甫
と
北
京
亭
に
行
く
。
招
待
客
の
圖
書
寮
の
宮

良
〔
當
壯
〕
君
、�
閣
�
庫
の
山
田
君
お
よ
び
田
中
、榑
井
が
相
�
後
し
て
來
る
。

北
�
圖
書
館
の
古
籍
印
行
の
件
を
相
談
す
る
。
こ
の
集
ま
り
は
も
と
も
と
長
澤
君

が
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
�
に
來
な
か
っ
た
の
で
、
一
座
の
も
の

皆
が
大
變
が
っ
か
り
し
た
。

五
日晴

れ
。「
春
秋
刑
事
訴
訟
法
」を
書
き
始
め
る
。
現
代
�
の
�
體
を
用
い
た
。『
�

禮
』『
禮
記
』『
春
秋
』『
大
戴
禮
』
な
ど
の
書
で
お
よ
そ
裁
�
に
關
係
す
る
事
な

ら
何
も
か
も
入
れ
た
。
余
は
以
�
こ
の
體
裁
で
�
律
名
例
を
�
集
し
「
總
則
」
と

改
稱
し
た
。
讀
�
が
便
利
だ
と
い
う
の
で
、
今
回
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
が
、
困
難

と
は
感
じ
な
い
。
た
だ
�
料
が
や
や
少
な
い
だ
け
で
あ
る
。
晝
に
�
山
〔
岳
陽
〕

が
來
談
。
二
時
に
�
日
新
聞
記
�
の
磯
部
佑
治
が
寫
眞
師
と
一
緖
に
來
て
寫
眞
を

撮
り
、
訪
日
の
�
實
を
詳
し
く
質
問
し
、
さ
ら
に
日
本
の
法
律
改
革
に
つ
い
て
、

ま
た
余
の
日
本
に
對
す
る
感
想
を
�
ね
た
。
余
が
お
お
よ
そ
の
答
え
を
行
う
と
、

た
ち
歸
っ
て
行
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
田
中
夫
妻
が
三
女
を
�
っ
て
來
談
。
余
が
京

都
に
行
く
こ
と
を
聞
い
て
、
と
て
も
眞
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
。

本
日
、〔
楊
〕
无
恙
と
〔
劉
〕
錫
堂
が
日
光
に
出
か
け
た
ま
ま
で
歸
っ
て
こ
な
い
。

　
　
　
與
�
山
話
柳
橋
舊
游
、
感
賦
一
律
�
之
　
　

　
　
　
　
　
�
山
と
柳
橋
の
舊
游
を
話
し
、感
じ
て
一
律
を
賦
し
て
之
に
�
る
。

　
�
隄
璚
�
滌
心
胸
　
　
�
隄
の
璚け

い

�
　
心
胸
を
滌あ
ら

ひ

　
窈
窕
河
�
隱
玉
容
　
　
窈え

う
て
う窕
た
る
河
�
　
玉
容
隱
る

　
�
壁（

（
（

何
妨
�
酒
醆
　
　
�
壁
何
ぞ
妨
げ
ん
酒
醆さ
ん

を
�
す
る
を

　
同
岑（

（
（

�
合
�
�
鐘
　
　
同
岑
�も
と

よ
り
合
し
�
鐘
に
�
す

　
丁
娘（

（
（

齒
稚
人
稱
麗
　
　
丁
娘
　
齒
よ
は
ひ

稚わ
か

く
人
は
稱
す
麗
し
と

　
子
夜（

（
（

歌
殘
夢
亦
慵
　
　
子
夜
　
歌
は
殘
し
夢
も
亦
た
慵
し

　
�
度
昆
�
�
劫
影（

（
（

　
　
�
度
か
昆
�
に
劫
影
を
�
ぬ
る

　
�
堪
惆
悵
話
�
蹤
　
　
�
ぞ
堪
へ
ん
惆

ち
う
ち
や
う悵
と
し
て
�
蹤
を
話
す
に

　
　
　�

�
山
と
柳
橋
で
昔
�
ん
だ
こ
と
を
話
し
、
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
律
詩

一
首
を
賦
し
て
�
る
。

隅
田
川
の
堤
に
美
し
く
�
く
�
は
心
を
洗
い
、
川
べ
り
の
奧
深
い
部
屋
に

美
女
が
人
目
を
�
け
て
い
る
。
伶
人
の
歌
う
詩
の
數
を
壁
に
記
し
詩
名
の
順

位
を
競
っ
た
故
事
さ
な
が
ら
の
酒
席
の
�
び
に
�
け
、
罰
杯
を
飮
ん
で
も
厭

う
こ
と
は
な
く
、
志
趣
を
同
じ
く
す
る
我
ら
二
人
は
�
素
よ
り
�
氣
投
合

し
、
�
水
の
入
り
交
じ
っ
た
大
川
を
渡
っ
て
聞
こ
え
る
鐘
の
�
を
聞
い
て
交

わ
り
を
結
ん
だ
。
當
時
、
丁
娘
を
思
わ
せ
る
舞
妓
は
年
齡
が
若
く
人
々
は
美

し
い
と
�
�
し
た
が
、
今
で
は
子
夜
の
ご
と
き
歌
妓
の
歌
聲
は
�
�
え
、
夢

見
る
こ
と
も
懶
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昆
�
池
に
劫
火
の
跡
を
求
め
る
よ
う

な
激
し
い
世
變
に
�
た
び
も
見
舞
わ
れ
、
深
い
悲
し
み
を
懷
い
て
昔
の
事
を
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五

話
す
こ
と
は
堪
え
ら
れ
な
い
。

（
1
）「
�
壁
」
は
、
�
代
の
詩
人
の
王
昌
齡
・
高
�
・
王
渙
之
（
王
之
渙
）
が
酒
樓
に
會
し
、

居
合
わ
せ
た
梨
園
の
伶
人
が
三
人
の
う
ち
誰
の
詩
を
多
く
歌
う
か
で
詩
名
の
甲
乙
を
比

べ
、そ
の
數
を
壁
に
畫
い
た
と
い
う
�
の
薛
用
�
『
集
異
記
』
に
傳
え
る
故
事
を
用
い
、

酒
席
の
�
び
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
晉
の
郭
璞
「
�
�
嶠
」
詩
（『
�
館
詞
林
』
卷
一
五
七
）
に
「
�
爾
�
味
、異
苕
同
岑
。

義
結
在
昔
、
分
�
于
今
（
爾
の
�
味
に
�
び
て
は
、
苕
を
異
に
す
る
も
岑
を
同
じ
く
す
。

義
結
ぶ
こ
と
昔
に
在
る
も
、
分
は
今
に
�
る
）」
と
あ
り
、「
異
苕
同
岑
」
は
異
な
っ
た

草
が
同
じ
山
嶺
に
生
え
る
こ
と
を
い
う
。
後
世
こ
の
詩
句
に
基
づ
き
、
本
質
を
同
じ
く

す
る
友
人
を
「
同
岑
」
に
喩
え
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
淸
の
厲
鶚
「
寄
�
鳴
臯
」
詩

（『
樊
榭
山
�
續
集
』
卷
八
）
に
「
同
岑
渺
天
末
、
夢
去
春
芳
歇
（
同
岑
は
天
末
に
渺
は
る
か
に

し
て
、
夢
去
り
春
芳
歇や

む
）」
と
あ
る
。「
同
岑
」
は
、
こ
こ
で
は
�
山
を
指
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）「
丁
娘
」は
梁
の
丁
六
娘
と
い
う
女
性
を
い
う
。
そ
の「
十
索
」詩
其
四（『
樂
府
詩
集
』

卷
七
九
）
に
「
二
八
好
容
顏
、
非
�
得
相
關
（
二
八
　
好
容
顏
、
�
相
關
す
る
を
得
る

に
非
ず
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
柳
橋
の
年
若
い
舞
妓
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）「
子
夜
」は
東
晉
の
女
性
、哀
切
な
歌
聲
で「
子
夜
歌
」（『
樂
府
詩
集
』卷
四
四
）を
作
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
柳
橋
の
歌
妓
を
指
す
。

（
5
）「
昆
�
�
劫
影
」
と
は
、
�
の
武
�
が
長
安
に
昆
�
池
を
作
っ
た
と
き
に
�
�
が
掘

り
出
さ
れ
た
が
、
後
�
の
�
�
の
代
に
な
っ
て
上
洛
し
た
西
域
�
に
よ
り
、
そ
れ
が
天

地
�
焉
時
の
大
火
（
劫
火
）
の
燃
え
殘
り
で
あ
る
と
�
め
ら
れ
た
故
事
（
曹
毗
『
志
怪
』・

『
搜
神
記
』
卷
一
三
な
ど
）
を
用
い
、
時
代
の
激
動
の
跡
を
�
ね
る
と
い
う
こ
と
、
ま

た
激
し
い
世
變
を
い
う
。
本
書
卷
一
・
民
國
十
六
年
一
�
十
六
日
條
の
「
撮
影
寄
玉
�

媵
以
四
�
」
其
一
に
も
「
�
林
�
爪
從
頭
�
、
一
例
昆
�
劫
影
看
（
�
林
�
爪
　
頭
よ

り
�
め
、
一
例
に
昆
�
の
劫
影
と
し
て
看
よ
）」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

六
日晴

れ
。
天
氣
嚴
�
。
�
山
が
來
談
と
の
�
束
で
あ
っ
た
が
�
束
を
�
え
て
來
な

か
っ
た
。
も
と
も
と
八
日
に
京
都
に
行
く
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
村
上
〔
貞
吉
〕
が

各
方
面
に
お
別
れ
の
挨
拶
を
必
�
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
日
�
�
し
た
。

七
日晴

れ
。
午
�
十
二
時
、
田
中
が
赤
門
�
の
某
料
理
店
に
招
待
し
て
く
れ
る
。
晴

靄あ
い

女
史
（
田
中
夫
人
）
と
三
女
も
同
席
。
鐵
保
が
東
京
に
來
て
第
一
高
等
學
�
に

入
學
し
た
い
と
志
し
て
い
る
の
で
、
父
親
の
友
人
と
い
う
誼

よ
し
み
で
監
督
の
義
務
を
盡

く
し
て
く
れ
る
よ
う
彼
に
賴
ん
だ
と
こ
ろ
、
田
中
は
�
ん
で
承
諾
し
て
く
れ
た
。

一
時
に
森
川
町
に
行
き
、
松
岡
〔
義
正
〕
�
士
を
訪
問
。
た
ま
た
ま
�
氣
が
少
し

好
く
な
っ
た
の
で
、
出
て
き
て
來
客
の
相
手
が
出
來
た
。
ま
た
夫
人
に
も
會
う
。

�
士
は
�
床
に
あ
っ
て
も
物
債
に
關
す
る
兩
�
に
�
釋
を
加
え
出
版
し
�
行
し
て

い
る
。
�
作
の
苦
勞
、こ
れ
を
凌
ぐ
も
の
は
な
い
。
母
上
の
安
否
を
�
ね
て
み
て
、

始
め
て
十
二
�
に
�
尿
�
を
患
い
�
く
な
ら
れ
た
と
知
っ
た（

（
（

。
一
時
閒
ば
か
り
談

話
し
て
辭
去
す
る
。
�
士
は
杖
を
つ
い
て
玄
關
ま
で
見
�
ら
れ
、
丁
重
に
お
別
れ

す
る
。歸
�
に
�
求
堂
に
寄
っ
て
少
し
�
を
掛
け
る
。小
川
町
の
水
晶
堂
に
行
き
、

昔
の
女
友
�
の
仲
子
を
訪
ね
る
。
彼
女
の
娘
と
會
い
、
伸
子
が
鄕
里
で
�
の
床
に

つ
い
て
い
る
と
知
っ
た
。
水
晶
を
少
し
ば
か
り
買
っ
て
か
ら
�
る
。

（
1
）
松
岡
義
正
を
か
つ
て
訪
問
し
、
母
堂
に
も
會
っ
た
こ
と
は
本
書
卷
三
・
民
國
十
六

年
三
�
四
日
條
に
見
え
る
。

八
日晴

れ
。各
方
面
に
お
別
れ
の
挨
拶
。大
學
の
各
敎
�
、�
沼〔
祺
一
郞
〕〔
樞
密
院
〕

副
議
長
、
小
山
〔
松
吉
〕
司
法
大
臣
、
皆
川
〔
治
廣
〕
�
官
、
杉
〔
榮
三
郞
〕
�

物
館
長
、外
務
省
重
光
〔
葵
〕
�
官
、�
上
〔
貞
二
〕
局
長
、松
本
〔
烝
治
〕
�
士
、



董
康
『
書
舶
庸
�
』
九
卷
本
譯
�
（
五
）	

五
六

�
〔
作
�
〕
公
使
、
田
中
慶
〔
太
郞
〕
に
會
う
。
�
沼
は
三
十
年
來
の
舊
知
で
あ

る
。
宮
中
の
こ
と
で
�
か
の
閑
し
か
な
く
、
個
人
�
な
應
對
が
滿
足
に
出
來
な
い

の
で
申
し
譯
な
い
と
い
う
。す
こ
し
政
治
問
題
に
話
が
�
ぶ
。「
中
國
當
局
が『
義
』

『
利
』
の
二
字
を
區
別
し
自
省
し
て
も
ら
い
た
い
云
々
」
と
の
希
�
を
�
べ
る
。

本
日
、
宿
に
�
っ
た
の
が
大
變
遲
く
、
荷
物
の
點
檢
を
濟
ま
せ
る
と
夜
中
の
十
二

時
が
ま
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
村
上
の
爲
に
東
方
圖
書
館
へ
の
挨
拶
�
を
草
し
、
床

に
つ
い
た
頃
は
す
で
に
三
時
で
あ
っ
た
。

九
日曇

り
�
。
午
�
九
時
、
�
行
つ
ば
め
に
乘
車
し
て
南マ

マ

（
西
）
歸
す
る
。〔
孫
〕

伯
醇
が
�
行
團
に
加
わ
る
。
見
�
り
の
人
は
�
沼
樞
密
院
副
議
長
、
圖
書
寮
の
鈴

木
〔
重
孝
〕
科
長
、
松
本
・
小
野
〔
淸
一
郞
〕・
田
中
三
�
士
、
中
央
大
學
の
秋

山
〔
�
之
介
〕
庶
務
科
長
、
�
公
使
、
楊
・
丁
二
參
事
、
靑
年
會
代
表
、〔
留
學
生
〕

監
督
處
代
表
、
田
中
・
�
山
兩
夫
妻
お
よ
び
留
學
生
多
數
、
一
時
の
�
を
極
め
る
。

發
車
し
て
握
手
し
て
お
別
れ
す
る
。
一
行
の
者
、
七
號
車
に
入
る
。
晝
�
は
と
て

も
美
味
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
を
�
ぎ
そ
れ
よ
り
南
（
西
）
は
�
が
非
常
に
深
か
っ

た
。
四
時
四
十
餘
分
に
京
都
驛
到
着
。
狩
野
〔
�
�
〕・
倉
石
〔
武
四
郞
〕・
吉
川

〔
幸
�
郞
〕・
三
浦
・
小
林
〔
忠
治
郞
〕
父
子
が
出
�
え
。
ま
た
も
長
谷
川
�
館

の
�
佳
樓
に
投
宿
。
こ
こ
は
余
が
題
�
し
た
額
が
あ
る
。
夕
食
の
後
、
小
林
の
母

上
に
會
う
。
年
は
八
十
五
の
高
齡
な
が
ら
�
康
。
余
と
小
林
は
兄
弟
の
閒
�
で
あ

る
の
で
、
と
て
も
篤
く
も
て
な
さ
れ
る
。
夜
、
古
�
園
に
行
き
�
を
買
う
。
そ
れ

か
ら
佐
々
木
書
店
（
竹
苞
樓
）
に
行
き
古
書
を
�
覽
。
元
刊
本
の
宋
の
高
宗
『
草

書
集
韻（

（
（

』
だ
け
が
ま
ず
ま
ず
の
佳
本
で
あ
っ
た
が
、
殘
念
な
こ
と
に
�
か
三
册
の

殘
本
で
あ
り
、
價
格
が
大
變
高
い
の
で
�
入
し
な
か
っ
た
。

（
1
）『
草
書
集
韻
』
は
『
四
庫
�
書
總
目
』
卷
一
一
四
・
子
部
藝
�
�
存
目
に
「
草
書
集

韻
五
卷
、
�
府
藏
本
」
と
�
�
さ
れ
、「
�
輯
�
の
名
氏
を
�
さ
ず
。
�
の
章
�
以
下
、

元
人
に
至
る
ま
で
の
草
法
を
取
り
、
韻
に
依
り
�
�
す
。
�
字
の
下
、
各
お
の
其
の
人

を
�
す
。
其
の
�
�
は
『
洪
武
正
韻
』
を
用
ひ
、
蓋
し
�
人
の
作
な
り
」
と
解
題
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
胡
�
・
丁
治
民
「《
草
書
集
韻
》
與
《
草
書
韻
會
》
二
�
之
關

係
�
其
版
本
辨
證
」（「
�
獻
」
二
〇
一
一
年
一
〇
�
第
四
�
、
總
第
一
三
〇
�
）
に
よ

る
と
、『
草
書
集
韻
』
は
金
の
張
天
錫
の
�
し
た
『
草
書
韻
會
』
を
底
本
に
し
て
刪
補

修
訂
し
た
も
の
と
い
う
。『
草
書
集
韻
』
は
�
代
の
�
纂
書
で
あ
る
か
ら
南
宋
の
高
宗

の
�
�
で
は
な
い
。
高
宗
の
書
と
さ
れ
る
同
�
の
書
と
し
て
は
『
草
書
禮
部
韻
寶
』
が

あ
る
。董
康
が
竹
苞
樓
で
見
た
の
は『
草
書
集
韻
』で
は
な
く
、『
草
書
禮
部
韻
寶
』で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
草
書
集
韻
』
は
�
の
�
�
十
年
（
一
四
七
四
）
蜀
藩
刊

本
が
臺
灣
の
國
家
圖
書
館
に
�
藏
さ
れ
、
ま
た
北
京
の
中
國
國
家
圖
書
館
や
天
一
閣
に

殘
本
が
藏
さ
れ
て
い
る
。
北
京
本
の
下
�
聲
と
去
聲
の
二
卷
は『
四
庫
�
書
存
目
叢
書
』

に
影
印
さ
れ
た
。『
草
書
禮
部
韻
寶
』
は
元
刊
�
宋
本
が
靜
嘉
堂
�
庫
・
大
東
�
記
念

�
庫
お
よ
び
臺
灣
の
國
家
圖
書
館
に
�
藏
さ
れ
て
い
る
（
三
種
が
別
版
で
あ
る
こ
と
は

阿
部
隆
一
『
增
訂
中
國
訪
書
志
』、
�
古
書
院
、
一
九
八
三
年
三
�
、
頁
四
二
二
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
�
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊
の
�
元
版
の
和
刻
本
も
あ
る
（
早

稻
田
大
學
圖
書
館
�
藏
）。

十
日曇

り
。
一
行
の
�
、
高
野
山
を
�
覽
。
晝
�
に
電
車
の
停
留
�
に
集
合
と
決
め

る
。
十
時
に
余
は
楊
鼎
甫
、
孫
伯
醇
、
小
林
お
よ
び
彼
の
長
男
の
長
�
と
一
緖
に

狩
野
�
士
を
訪
問
し
、
一
時
閒
ば
か
り
談
話
。
つ
い
で
大
阪
�
日
新
聞
�
京
都
支

局
に
行
き
、
局
長
の
岩
井
武
俊
お
よ
び
�
田
信
�
、
�
南
�
三
に
會
う
。
岩
井
君

は
高
野
山
親
王
院
の
�
職
の
水
原
堯
榮
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
電
話
で
宿
の

準
備
を
賴
ん
で
も
ら
っ
た
。
新
聞
�
の
�
が
我
々
の
た
め
に
寫
眞
を
撮
っ
て
く
れ



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
紀
�
　
第
六
號	

五
七

る
。
お
別
れ
し
て
か
ら
同
行
の
�
�
と
合
流
。
電
車
に
乘
っ
て
大
�
に
行
き
、
自

動
車
に
乘
り
換
え
て
�
波
に
向
か
う
。
南
�
�
堂
で
晝
�
の
後
、
電
車
に
乘
っ
て

南
へ
と
向
か
う
。
以
�
、
小
林
と
は
ぐ
れ
た
場
�
で
あ
っ
た（

（
（

。
小
林
が
そ
の
思
い

出
を
話
す
と
、
あ
り
あ
り
と
目
に
�
か
ん
だ
。
�
中
で
吹
�
と
な
り
、
窓
に
�
づ

い
て
�
く
を
眺
め
る
と
白
瑠
璃
の
世
界
で
あ
っ
た
。

三
時
�
に
極
樂
橋
に
到
着
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乘
り
換
る
。
山
登
り
に
は
自
動

車
よ
り
も
容
易
で
あ
る
。
女
人
堂
に
到
着
。
多
く
の
人
々
と
參
拜
。
こ
の
時
、
手

の
ひ
ら
ほ
ど
も
あ
る
�
が
�
る
。�
は
�
に
�
わ
れ
、そ
れ
と
分
か
ら
な
く
な
る
。

ま
た
人
力
車
に
乘
っ
て
親
王
院
に
着
く
。
す
で
に
眞
っ
�
な
の
に
電
燈
が
�
る
く

な
い
。
風
�
に
見
舞
わ
れ
る
度
に
電
線
に
障
碍
が
�
こ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ

う
。
大
き
な
蠟
燭
を
二
本
燈
し
、
爐
を
焚
き
つ
け
て
（
火
鉢
に
�
を
つ
ぎ
）
�
を

取
る
。
水
原
�
職
は
先
だ
っ
て
杉
〔
榮
三
郞
〕
�
士
の
紹
介
�
を
�
け
取
っ
て
お

り
、
出
て
應
對
さ
れ
る
。
�
ね
て
み
る
と
『
�
館
詞
林
』
は
な
お
も
靈
寶
館
に
收

藏
さ
れ
て
い
る
が
、
館
の
�
任
が
�
�
の
た
め
下
山
し
て
お
り
、
す
で
に
閉
館
中

と
分
か
っ
て
、
至
極
殘
念
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
山
は
東
方
第
一
の
靈
境
で
、

�
を
�
し
て
山
に
�
覽
し
た
こ
と
は
非
常
に
樂
し
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
夕
�
は

す
べ
て
精
�
も
の
、
味
つ
け
が
頗
る
い
い
。
蠟
燭
の
芯
を
切
っ
て
夜
話
を
始
め
よ

う
と
す
る
と
、
電
燈
が
�
に
�
る
く
な
っ
た
。
同
行
の
�
が
拍
手
し
て
�
ぶ
。
�

職
が
余
を
招
き
客
閒
に
案
�
さ
れ
爐
（
火
鉢
）
を
圍
む
と
、
す
ぐ
に
余
に
�
書
二

册
を
�
�
。
い
ず
れ
も
高
野
山
の
�
史
に
關
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
�
�〔
湖

南
〕
と
�
友
〔
西
村
〕
天
囚
の
手
跡
を
取
り
出
し
鑑
賞
に
供
す
る
。
最
�
の
人
の

�
跡
で
は
あ
る
が
、
弘
法
大
師
に
�
づ
き
、
こ
れ
と
拮
抗
す
る
ほ
ど
で
、
こ
れ
ら

も
將
來
、
山
門
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
寶
物
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
伯
醇
と
无

恙
は
そ
れ
ぞ
れ
燈
の
も
と
で
繪
を
二
枚
描
く
。
伯
醇
は
當
山
の
�
景
、
无
恙
は
靑

松
紅
燭
、
極
め
て
逸
趣
に
富
む
。
本
日
、
�
�
計
は
氷
點
下
を
示
し
、
し
た
た
る

水
は
氷
と
な
る
。
そ
れ
で
も
余
だ
け
は
入
浴
が
出
來
た
が
、
他
の
�
は
そ
の
�
氣

が
な
か
っ
た
。

（
1
）
か
つ
て
の
高
野
山
行
き
の
乘
車
で
小
林
と
は
ぐ
れ
た
こ
と
は
、
本
書
卷
四
上
・
民

國
十
六
年
四
�
二
十
二
日
の
條
に
見
え
る
。

十
一
日

�
が
し
ん
し
ん
と
�
り
續
く
。
深
さ
�
二
、三
尺
に
な
る
。
�
�
が
�
わ
る
と
、

水
原
�
職
が
あ
ち
こ
ち
の
名
�
古
跡
を
案
�
し
て
く
れ
る
。
金
堂
は
�
山
で
最
も

莊
嚴
な
區
域
で
あ
る
。
先
年
、
火
事
に
�
い
、
寄
附
を
募
っ
て
再
�
さ
れ
、
竣
工

間
近
か
で
あ
っ
た
。
以
�
よ
り
も
壯
麗
で
、
�
の
太
さ
は
一
�
え
ほ
ど
も
あ
り
、

五
寸
四
方
の
金
箔
が
二
�
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
經
費
だ
け
で
す
で
に
恆
河
の

砂
の
數
の
如
く
莫
大
な
金
額
に
な
る
。
つ
い
で
金
剛
峰〔
寺
〕に
至
り
茶
を
飮
む
。

�
順
�
り
に
�
ん
で
奧
の
院
に
參
拜
。
�
を
踏
ん
で
山
を
登
り
、
�
回
の
�
行
よ

り
も
頗
る
樂
し
い
。
同
行
の
�
と
一
の
橋
で
寫
眞
を
撮
る
。
余
は
ま
た
伯
醇
と
淀

君
の
墓
で
寫
眞
を
撮
り
、
美
人
を
慕
う
思
い
を
示
し
た
。〔
豐
臣
〕
秀
�
の
死
は

讒
�
の
�
爲
で
は
あ
る
が
、
そ
の
�
幕
と
し
て
は
實
の
と
こ
ろ
淀
君
の
生
ん
だ
秀

賴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
は
度
々
、
德
川
氏
に
破
れ
た
。
命
を
奉
じ
て
高

野
山
に
墓
が
安
�
さ
れ
た
が
、
結
局
、
母
子
は
自
�
を
�
げ
た
。
こ
れ
も
因
果
の

報
い
で
あ
る
。
�
中
に
は
�
智
日
廣マ

マ

（
日
向
）
守
光
�マ
マ

（
光
秀
）
の
墓
が
あ
る
。

彼
が
�
人
の
織
田
信
長
を
弑
�
し
た
人
物
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ

の
�
族
が
何
度
か
修
理
し
て
も
、
石
�
（
玉
垣
）
が
�
手
に
�
れ
て
し
ま
う
と
い
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五
八

う
。
彼
の
樣
な
行
爲
は
人
か
ら
唾
棄
す
べ
き
も
の
と
見
な
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

大
地
さ
え
も
こ
れ
を
厭
う
の
で
あ
る
。

午
後
二
時
に
院
に
�
っ
て
�
事
の
後
、
供
�
料
百
圓
を
出
し
て
�
母
�
太
夫
人

お
よ
び
�
陵
君
（
�
妻
）
の
た
め
に
永
代
供
�
堂
に
位
�
の
安
�
を
行
い
、
さ
ら

に
三
十
圓
を
出
し
て
金
蒔
繪
の
位
�
を
作
り
、
�
職
に
�
日
お
經
を
あ
げ
、
冥
福

を
禱
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
余
は
�
回
、
秀
�
の
墓
に
行
か
な
か
っ
た
の
を

殘
念
に
思
っ
て
い
た
。
�
職
は
余
が
�
興
に
滿
足
し
て
い
な
い
の
を
見
て
と
っ

て
、
使
用
人
に
命
じ
て
�
か
き
に
や
ら
せ
、
�
日
新
聞
記
�
の
�
南
�
之マ

マ

（
三
）

に
余
の
お
供
を
さ
せ
一
緖
に
行
か
せ
た
。
墓
は
大
變
小
さ
い
。
わ
ず
か
に
高
さ
一

尺
ば
か
り
の
石
標
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
父
の
豐
�マ

マ

（
豐
臣
）
氏
の
威
勢

を
�
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
切
腹
の
時
は
壯
烈
で
あ
っ
た
が（

（
（

、 

修
理
し
て
や
る
人
が

い
な
い
。
墓
の
向
か
い
に
良マ

マ

助
（
�
助
）
親
王
墓
が
あ
る（

（
（

。
四
時
�
に
女
人
堂
に

至
る
。
自
動
車
が
混
ん
で
お
り
、
錫
堂
と
伯
醇
が
先
に
乘
車
し
た
が
、
�
の
車
の

到
着
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
�
職
な
ど
の
人
た
ち
と
別
れ
、
乘
り
�
ん
で
下
山
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乘
り
換
え
、
も
と
の
�
を
引
き
�
す
。
ま
た
�
波
で
夕
�
。
京

都
に
着
い
た
頃
に
は
十
一
時
が
ま
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
日
、
京
洛
の
地
は
�
か
っ

た
が
、
す
こ
し
も
�
を
見
な
か
っ
た
。

（
１
）
豐
臣
秀
�
の
切
腹
に
つ
い
て
、
董
康
は
本
書
卷
四
下
に
「
秀
�
公
小
册
子
」（
後
�

の
井
村
氏
�
書
）
か
ら
�
譯
し
て
「
記
秀
�
切
腹
事
」
を
�
載
し
て
い
る
。

（
２
）
豐
臣
秀
�
の
墓
�
は
光
臺
院
の
境
�
に
あ
る
（
井
村
米
太
郞
『
秀
�
公
』、
�
�
刊
、

大
正
十
年
十
一
�
三
版
に
よ
る
）。
後
白
河
天
皇
の
第
二
皇
子
の
�
助
親
王
が
光
臺
院

に
�
し
、
光
臺
院
御
室
と
稱
せ
ら
れ
、
寶
治
三
年
（
一
二
四
九
）
に
當
院
に
て
薨
去
し
、

陵
墓
が
光
臺
院
の
後
山
に
設
け
ら
れ
た
（
松
坂
靑
溪
『
靈
山
高
野
』、總
本
山
金
剛
峰
寺
、

昭
和
十
八
年
四
�
、
頁
八
九
を
參
照
）。「
良
助
」
は
「
�
助
」
の
�
り
で
あ
る
。

十
二
日

晴
れ
。
�
�
後
、
皆
で
小
林
の
御
母
堂
に
會
い
に
行
く
。
小
林
が
我
々
の
寫
眞

を
撮
っ
て
く
れ
る
。
單
獨
あ
る
い
は
集
合
で
撮
影
し
、
記
念
と
し
た
。
皆
と
居
續

け
て
晝
�
。
一
時
頃
、
伯
醇
・
鼎
甫
・
小
林
と
と
も
に
自
動
車
を
や
と
っ
て
�

み
か
の
は
ら原

村
に
行
き
〔
�
�
〕
湖
南
を
訪
問
。
こ
こ
に
は
木
津
川
が
あ
り
、
小
型
船
が
航
行

で
き
る
。
四
方
を
山
に
丸
く
圍
ま
れ
甕
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
甕
原
村
と
も
呼
ば

れ
る
。
湖
南
は
山
腹
に
椽
數
本
の
質
素
な
家
を
�
き
、
恭
仁
山
莊
と
名
づ
け
た
。

恭
仁
京
の
舊
跡
に
屬
す
る
の
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
折
り
か
ら
湖
南
は
�
氣
で

臥
せ
っ
て
お
り
、
我
々
を
ベ
ッ
ド
の
側
に
ま
ね
い
て
淸
談
し
た
。
余
が
來
る
こ
と

を
知
っ
て
、
古
典
籍
を
用
�
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち
�
原
�（

（
（

の
寫

本
の
『
古
�
孝
經
』
と
『
�
易
』
單
疏
本（

（
（

は
最
�
、
五
百
圓
で
田
中
〔
慶
太
郞
〕

か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
莫
子
偲
（
莫
友
芝
）
舊
藏
の
�
寫
本
『
�

�
』
木
部（

（
（

を
出
し
て
、
余
に
題
跋
を
書
か
せ
た
。
余
は
書
が
上
手
で
な
い
の
で
固

辭
し
た
が
、
斷
り
き
れ
ず
澁
し
ぶ
四
行
を
後
ろ
に
書
き
附
け
た（

（
（

。
湖
南
は
余
を
�

�
財
�
略
の
大
將
で
あ
る
と
咎
め
た
。
余
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
財
力
は
�
わ
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
自
問
し
て
み
る
と
、
宣
傳
の
功
績
は
無
く
は
な
い
。
も
し
祆
敎
の

牧
師
に
な
ぞ
ら
え
た
と
し
て
も
、
も
と
よ
り
耻
じ
る
こ
と
は
な
い
。

四
時
�
に
お
別
れ
を
吿
げ
る
。
�
く
の
某
小
學
�
（
恭
仁
�
常
高
等
小
學
�
）

に
行
っ
て
恭
仁
京
の
宮
殿
（
大
極
殿
）
の
舊
址
を
訪
ね
よ
と
言
い
つ
か
る
。
着
い

た
頃
に
は
す
で
に
�
暮
で
あ
っ
た
。
大
き
な
礎
石
が
乾
の
方
角
（
西
北
）
に
一
つ

あ
っ
た
。
そ
の
上
は
六
、七
人
も
入
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
�
の
巨
大
さ
が
推
し
量

ら
れ
、
さ
ら
に
宮
殿
の
廣
さ
も
窺
い
知
ら
れ
る
。
順
序
よ
く
瓦
が
陳
列
さ
れ
て
い

た
。
�
樣
に
は
「
大
�
」「
國
分
」「
出
雲
」「
我
【
原
�

：

反
�
（
鏡
�
字
）】」



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
紀
�
　
第
六
號	

五
九

な
ど
の
�
字
が
あ
っ
た（

（
（

。
い
ず
れ
も
�
原
、
�
倉
、
室
町
、
新
安
（
�
安
）、
奈

良
�
の
物
で
あ
る（

（
（

。
こ
こ
に
七
年
閒
、都
を
�
い
た
が
、た
び
た
び
地
震
が
�
こ
っ

た
た
め
に
、
よ
う
や
く
京
洛
に
歸
�
し
た
と
い
う（

（
（

。
�
館
に
歸
っ
た
頃
は
す
で
に

八
時
で
あ
っ
た
。
伯
醇
に
神
�
か
ら
電
報
が
あ
り
、
家
族
が
東
來
と
の
知
ら
せ
。

�
日
の
�
に
〔
東
京
に
〕
引
き
�
す
こ
と
に
決
め
た
。

（
1
）
董
康
が
い
う
「
�
原
�
」
は
、
い
わ
ゆ
る
�
原
時
代
、
�
安
時
代
後
�
に
當
た
る

で
あ
ろ
う
。
後
�
の
「
�
原
」
も
同
じ
。

（
2
）
こ
の
『
古
�
孝
經
』
と
『
�
易
』
單
疏
本
は
、『
新
修
恭
仁
山
莊
善
本
書
影
』（
財

團
法
人
武
田
科
學
振
興
財
團
、
昭
和
六
十
年
五
�
）
に
收
�
さ
れ
、
�
�
は
重
�
�
�

財
の
指
定
を
�
け
た
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
淸
原
敎
隆
�
點
本
で
あ
り
、
書
影
圖
版

頁
一
三
六
・
一
三
七
、
解
�
頁
七
〇
～
七
二
に
見
え
る
。
後
�
は
「
�
易
正
義
」
と
し

て
書
影
圖
版
頁
一
四
七
、
解
�
頁
八
四
に
�
載
さ
れ
て
い
る
。
山
鹿
�
之
助
氏
に
よ
る

「
�
易
正
義
」
の
「
解
�
」
に
は
、「
蓋
シ
南
宋
�
刻
本
ヲ
傳
鈔
セ
ル
本
ニ
據
リ
テ
書
寫

シ
タ
ル
モ
ノ
ト
想
ハ
ル
。
…
…
本
書
ハ
書
寫
竝
ニ
傳
來
等
ニ
關
す
る
奧
書
ヲ
存
セ
ズ
、

然
レ
ド
モ
書
寫
年
代
ハ
織
豐
�
ト
推
セ
ラ
レ
、
�
ラ
ク
ハ
元
龜
天
正
ヲ
�
ル
モ
ノ
ニ
ア

ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
�
易
』
單
疏
本
は
、
董
康
が
記
す
が
如
き

「
�
原
�
」
す
な
わ
ち
�
安
後
�
の
寫
本
で
は
な
い
。

（
3
）
莫
氏
舊
藏
の
�
寫
本
『
�
�
』
木
部
は
、『
新
修
恭
仁
山
莊
善
本
書
影
』
に
「（
國
寶
）

�
�
解
字
木
部
殘
卷
」
と
し
て
收
�
さ
れ
、書
影
圖
版
頁
三
～
一
〇
（
卷
頭
口
繪
カ
ラ
ー

寫
眞
に
て
�
卷
�
載
）、
解
�
頁
五
八
～
六
二
に
�
載
さ
れ
て
い
る
。
莫
氏
、
名
は
友

芝
、
子
偲
は
そ
の
字
。
嘉
慶
十
六
年
（
一
八
一
一
）
生
ま
れ
、
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）

卒
。
貴
州
獨
山
の
人
。
こ
の
『
�
�
』
の
殘
卷
を
�
し
、同
治
二
年
に
こ
れ
を
摹
刻
し
、

自
�
の
「
�
寫
本
�
�
解
字
木
部
箋
異
」
を
附
し
て
公
刊
し
た
。
他
に
『
宋
元
舊
本
書

經
眼
�
』『
郘
亭
知
見
傳
本
書
目
』
な
ど
の
�
が
あ
り
、
�
年
に
は
『
莫
友
芝
詩
�
集
』

が
�
集
�
點
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
（
人
民
�
學
出
版
�
、
二
〇
〇
九
年
一
�
）。
な
お

生
�
は
張
劍
『
莫
友
芝
年
譜
長
�
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
一
一
�
）
に
詳
し
い
。

（
4
）
董
康
の
題
跋
四
行
は
『
新
修
恭
仁
山
莊
善
本
書
影
』
圖
版
頁
一
〇
に
、「
甲
戌
一
�

偕
壽
州
孫
湜
新
會
楊
維
新
訪
／
湖
南
先
生
�
恭
仁
山
莊
出
示
此
卷
�
驚
人
祕
�
康
與
／

先
生
互
稱
�
�
�
略
但
此
卷
已
�
入
國
寶
�
略
無
從
／
矣
敬
題
數
語
以
誌
眼
福
　
毘
陵

董
康
（
甲
戌
一
�
、
壽
州
の
孫
湜
〈
孫
伯
醇
〉・
新
會
の
楊
維
新
〈
楊
鼎
甫
〉
を
偕
と
も
な
ひ
、

湖
南
先
生
を
恭
仁
山
莊
に
訪
ぬ
。
此
の
卷
を
出
し
示
さ
る
る
に
、
�
に
人
を
驚
か
し
む

る
祕
�
な
り
。
康
は
先
生
と
互
ひ
に
�
�
の
�
略
と
稱
す
。
但
し
此
の
卷
已
に
國
寶
に

�
入
せ
ら
れ
、
�
略
從
ふ
無
し
。
敬
ん
で
數
語
を
題
し
、
以
て
眼
福
を
誌し
る

す
。
　
毘
陵

の
董
康
）」
と
見
え
る
。
な
お
山
鹿
氏
の
「
解
�
」
に
は
、
本
卷
は
「
昭
和
十
年
國
寶

ニ
指
定
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
董
康
が
國
寶
指
定
の
一
年
�
、こ
こ
に
「
已

�
入
國
寶
」
と
題
す
る
の
は
、
指
定
の
�
示
を
湖
南
か
ら
聞
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
）
恭
仁
京
址
か
ら
出
土
し
た
瓦
�
字
を
早
く
に
紹
介
し
た
岩
井
武
俊
「
京
都
の
金
石

�
（
五
）」（「
考
古
學
雜
誌
」
第
參
卷
第
六
號
、
大
正
二
年
二
�
）
に
、「
今
同
地
（
筆

�
�

：

甁
原
村
）
小
學
�
藏
す
る
古
瓦
を
見
る
に
�
草
瓦
巴
瓦
�
瓦
數
種
あ
り
、
そ
の

巴
瓦
�
草
瓦
に
、「
國
分
寺
」
と
識
せ
る
は
元
よ
り
�
瓦
面
に
識
せ
る
陽
�
に
至
り
て

は
そ
の
左
�
字
と
し
て
は
、「
眞
依
」「
六
人
」「
宗
我
」
等
と
し
、
そ
の
右
�
と
し
て

は
「
大
�
」「
刑
部？

」「
古
□欠

」
等
あ
り
、
筆
�
、
筆
力
古
�
雄
�
天
�
經
寫
體
に
同
じ

く
亦
昔
時
�
憶
の
�
を
切
な
ら
し
む
」
と
い
う
。
董
康
が
瓦
の
�
字
と
し
て
擧
げ
た
も

の
の
う
ち
、「
國
分
」
は
山
�
國
分
寺
の
瓦
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
我
」（
ま
た
岩
井
氏

の
い
う
「
宗
我
」）
の
鏡
�
字
（
左
�
字
）
は
、
元
來
は
「
宗
我
部
」
と
い
う
�
字
瓦

の
斷
片
と
思
わ
れ
る
。後
年
の
發
掘
に
か
か
る
が
、『
恭
仁
宮
跡
發
掘
�
査
報
�
　
瓦
�
』

（
京
都
府
敎
育
委
員
會
、
一
九
八
四
年
三
�
）
頁
七
九
の
「
恭
仁
宮
跡
出
土
�
字
瓦
一

覽
」
に
「K

j03A

宗
我
部
」「K

j07

出
雲
」「K

j08

大
�
」
と
し
て
見
え
（
ま
た
圖
版

第
三
五
）、「
國
分
寺
」
と
記
さ
れ
た
瓦
當
も
圖
版
第
四
に
�
載
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
恭
仁
京
は
奈
良
時
代
に
屬
す
の
で
、「
奈
良
�
」
の
�
に
擧
げ
る
「
�
原
」
以
下
の

四
時
代
は
董
康
の
�
�
。
ま
た
「
新
安
」
は
「
�
安
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
7
）
恭
仁
京
は
天
�
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
二
�
丁
卯
（
十
五
日
）
に
始
ま
り
、
天
�

十
六
年
二
�
庚
申
（
二
十
七
日
）
に
�
波
宮
�
都
を
も
っ
て
�
わ
っ
た
（『
續
日
本
紀
』

卷
一
五
・
一
六
）。
三
年
余
の
�
で
あ
っ
た
の
で
、「
七
年
」
と
あ
る
の
は
�
り
。
ま
た

地
震
の
�
發
に
よ
る
�
都
は
、
天
�
十
七
年
五
�
戊
辰
（
十
一
日
）
に
行
わ
れ
た
�
波

宮
か
ら
の
�
�
�
都
で
あ
る
の
で
（『
續
日
本
紀
』
卷
一
六
）、「
京
洛
に
歸
�
（
原
�
「
�

回
洛
」）
と
い
う
の
も
�
り
。

十
三
日

晴
れ
。
午
�
十
一
時
に
狩
野
�
士
が
倉
石
と
一
緖
に
�
え
に
來
て
く
れ
、
�
演



董
康
『
書
舶
庸
�
』
九
卷
本
譯
�
（
五
）	

六
〇

會
に
出
か
け
る
。
倉
石
は
余
に
�
版
の
殘
本
『
剪
燈
新
話
・
餘
話
』
を
示
す
。
余

が
以
�
刊
刻
し
た
版
本（

（
（

と
異
同
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ま
た
百
卷
本
の
李
卓
吾
�
本

『
水
滸
傳
』
は
惜
し
い
こ
と
に
十
一
卷
か
ら
三
十
卷
が
殘
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

余
は
�
せ
て
借
り
た
。
狩
野
と
余
は
『
水
滸
傳
』
と
『
紅
樓
夢
』
の
人
物
を
�
論

し
た
。
余
は
『
水
滸
傳
』
の
宋
公
�
（
宋
江
）
に
つ
い
て
は
善
し
惡
し
を
加
え
る

こ
と
が
な
い
。
金
�
�
は
極
端
に
攻
�
し
て
い
る
が
、
至
論
と
は
見
な
せ
ぬ
。
し

か
し
第
一
流
の
人
物
は
林
敎
師
（
林
冲
）
と
す
べ
き
で
あ
る
。『
紅
樓
夢
』
に
關

し
て
は
、
�
�
は
皆
、
林
（
林
�
玉
）
を
襃
め
て
薛
（
薛
寶
釵
）
を
貶
め
、
そ
の

う
え
薛
を
う
わ
べ
は
柔
和
で
だ
が
�
心
は
人
を
だ
ま
す
よ
う
な
奴
と
非
�
し
て
い

る
。
余
は
か
つ
て
脂
硯
齋
�
人
第
四
�
定
本
を
�
讀
す
る
と
、
�
に
「
林
・
薛
は

一
人
に
屬
す
」
と
あ
っ
た（

（
（

。
脂
硯
齋
�
人
と
は
〔
曹
〕
�
芹
の
號
で
あ
り
、
實
は

怡
紅
公
子
の
別
名
で
あ
る（

（
（

。
作
品
中
に
薛
の
美
し
さ
は
仙
女
の
ご
と
く
描
寫
さ
れ

お
り
、
蔑
�
す
る
に
�
び
な
い
氣
持
ち
に
さ
せ
る
が
、
そ
の
感
�
の
描
寫
は
深
閨

の
娘
の
態
度
を
�
し
て
い
な
い
。
ひ
と
え
に
�
�
の
筆
致
を
も
っ
て
描
き
出
し
、

二
人
を
作
中
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
寶
兒
（
薛
寶
釵
）
に
傾
倒
す
る
人
の

ほ
う
が
必
ず
顰
�
（
林
�
玉
）
よ
り
も
多
い
と
承
知
し
て
い
る
。
狩
野
は
余
の
言

に
�
く
贊
同
し
た
。
狩
野
は
公
羊
家
の
學
�
に
詳
し
く
、
法
制
關
�
の
各
條
を
あ

ま
ね
く
指
摘
し
た
が
、
す
べ
て
す
で
に
余
の
『
春
秋
刑
制
考
』
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
た
。

午
後
一
時
ご
ろ
、
倉
石
君
が
再
び
や
っ
て
來
て
余
を
會
場
に
案
�
。
�
演
の
題

名
は
「
�
憶
�
淸
考
試
制
度
」
と
し
た（

（
（

。
倉
石
が
�
譯
を
し
て
く
れ
た
。
聽
�
�

は
�
百
五
十
人
。
大
學
の
總
長
お
よ
び
諸
敎
�
た
ち
と
い
っ
た
面
々
で
、
余
と
知

り
合
い
の
�
が
三
分
の
一
も
い
た
。
湖
南
も
�
を
押
し
て
�
原
か
ら
來
て
く
れ

た
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
中
國
擔
當
局
�
問
の
細
部
安
郞
も
お
り
、
夫
人
と
同
席
し
て

い
た
。
七
時
に
伯
醇
・
鼎
甫
と
共
に
宴
會
に
出
て
�
�（

（
（

。

（
1
）
董
康
が
民
國
六
年
（
一
九
一
七
）
に
慶
長
古
活
字
本
を
底
本
に
し
て
刊
刻
し
、「
誦

芬
室
叢
刊
」第
二
�
の
う
ち
に
收
�
し
た
�
の
瞿
佑『
剪
燈
新
話
』、李
昌
祺『
剪
燈
餘
話
』

を
指
す
。

（
2
）
こ
の
「
脂
硯
齋
�
人
第
四
�
定
本
」
は
、
董
康
が
か
つ
て
�
藏
し
た
『
紅
樓
夢
』

の
早
�
の
鈔
本『
脂
硯
齋
重
�
石
頭
記
』で
あ
る
。
こ
の
本
に
は「
脂
硯
齋
�
四
�
�
�
」

と
題
�
さ
れ
て
い
る
の
で
、董
康
は「
脂
硯
齋
�
人
第
四
�
定
本
」と
稱
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
己
卯
�
�
定
本
」
と
い
う
紀
年
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、こ
の
本
は
『
紅
樓
夢
』

の
「
己
卯
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
己
卯
本
」
は
董
康
の
後
、
姻
戚
の
陶
洙
に
轉
じ
、

現
在
は
國
家
圖
書
館
の
�
藏
に
歸
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
に
上
�
古
籍
出
版
�
か
ら

影
印
さ
れ
た
ほ
か
、「
古
本
小
�
集
�
」
に
も
再
�
製
し
て
收
�
さ
れ
て
い
る
（
と
も

に
�
史
�
物
館
�
藏
部
分
も
竝
收
）。

（
3
）「
怡
紅
公
子
」
と
は
賈
寶
玉
が
林
�
玉
・
薛
寶
釵
な
ど
と
結
ん
だ
�
棠
詩
�
に
お
け

る
彼
の
名
�
。
寶
玉
は
大
觀
園
の
怡
紅
院
に
�
ん
で
い
た
こ
と
に
因
ん
で
林
�
玉
が
命

名
し
た
こ
と
が
『
紅
樓
夢
』
第
三
十
七
回
に
見
え
る
。
こ
こ
の
一
�
に
よ
れ
ば
、
董
康

は
脂
硯
齋
�
人
を
『
紅
樓
夢
』（
八
十
回
ま
で
の
）
の
作
�
で
あ
る
曹
�
芹
と
同
一
人

と
見
な
し
、
さ
ら
に
小
�
の
�
人
公
は
作
�
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

（
4
）
こ
の
�
演
�
容
は
「
東
方
學
報
（
京
都
）」
第
五
册
（
昭
和
九
年
七
�
）
に
「
�
記○

�
淸
考
試
制
度
」
と
し
て
�
載
さ
れ
た
。
京
都
大
學
人
�
科
學
�
究
�
に
�
身
の
東
方

�
�
學
院
京
都
�
究
�
に
よ
る
昭
和
九
年
の
油
印
本
が
藏
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
も
「
�
記○

�
淸
考
試
制
度
」
と
あ
る
。
ま
た
『
日
本
�
演
�
』（
關
西
大
學
�
�
�
庫
�
藏
本
）

に
も
同
題
で
收
�
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）「
東
方
學
報
（
京
都
）」
第
五
册
の
「
彙
報
」
に
「
董
康
氏
の
�
演
」
と
題
す
る
以

下
の
記
事
が
�
載
さ
れ
て
い
る
。

　
此
の
�
演
會
は
一
�
十
三
日
午
後
一
時
�
よ
り
�
究
�
の
�
堂
に
て
開
催
、
狩
野
�

長
の
紹
介
の
後
董
氏
は
『
�
淸
考
試
制
度
』
と
題
し
て
、倉
石
�
究
員
の
�
譯
の
下
に
、

�
後
二
時
閒
�
に
亙
り
、
其
の
蘊
蓄
を
披
瀝
せ
ら
れ
た
。
來
會
�
�
議
員
、
�
究
�
關

係
�
其
他
百
二
十
余
名
に
上
り
�
會
で
あ
っ
た
。
�
演
の
�
容
は
氏
の
手
記
を
得
て
本
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一

册
に
載
せ
ら
れ
た
か
ら
こ
ゝ
に
は
省
略
す
る
。

　
此
の
日
午
後
六
時
か
ら
都
ホ
テ
ル
に
�
い
て
同
氏
の
歡
�
の
宴
を
催
し
、
�
究
�
か

ら
狩
野
・
�
�
・
羽
田
諸
�
士
は
じ
め
各
�
議
員
�
究
員
出
席
、
�
�
の
董
氏
並
に
同

行
の
北
�
圖
書
館
員
楊
維
新
氏
を
中
心
と
し
て
一
同
歡
を
盡
く
し
九
時
�
散
會
し
た
。

十
四
日

晴
れ
。
午
�
十
時
、狩
野
が
東
方
�
究
會
を
代
表
し
て
お
禮
の
挨
拶
。
二
時
閒
、

話
し
て
歸
る
。
手
紙
を
書
い
て
田
中
、
鈴
木
に
差
し
出
す
。
午
後
二
時
、
同
行
の

�
と
嵐
山
に
�
ぶ
。
龜
山
に
登
る
。
こ
こ
は
�
秋
の
紅
葉
で
名
を
馳
せ
て
い
る
。

今
は
そ
の
時
�
で
は
な
い
が
、
高
木
の
閒
か
ら
向
か
い
を
見
る
と
、
山
氣
を
帶
び

た
陽
光
が
深
綠
色
に
な
り
、
こ
れ
ま
た
天
然
の
繪
畫
で
あ
る
。
山
に
階
段
が
あ
っ

て
、
頂
上
に
登
り
詰
め
、
川
の
流
れ
を
下
に
眺
め
る
と
、
筏
が
つ
な
が
れ
て
下
っ

て
い
く
。
數
人
が
か
り
で
そ
の
上
で
支
え
、
一
日
で
大
�
ま
で
た
ど
り
着
け
る
。

山
氣
が
衣
�
に
染
み
付
い
て
小
糠
雨
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
冷
え
�
ん
で
長
く
い
ら

れ
な
い
。山
を
下
り
て
小
督
の
局
の
墓
を
�
り
�
ぎ
る
。�
句
二
首
を
後
に
記
す
。

つ
い
で
金
閣
寺
に
到
着
。
�
園
の
位
�
は
洛
中
隨
一
で
あ
る
。
一
石
一
木
に
み
な

謂
わ
れ
が
書
い
て
あ
る
。
余
は
以
�
か
ら
東
山
が
好
き
で
あ
っ
た
。
至
る
�
、
山

林
溪
谷
の
美
を
擅
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
閒
に
小
さ
な
家
を
�
て
る

と
、
そ
の
美
し
さ
を
す
べ
て
�
收
で
き
、
自
分
の
�
�
物
と
な
っ
た（

（
（

。
昔
か
ら
こ

の
寺
の
�
物
は
た
い
そ
う
氣
に
入
っ
て
い
た
。
歸
�
に
小
林
の
別
莊
に
行
く
。
こ

れ
も
東
山
の
地
域
�
に
あ
っ
て
、
窓
を
開
く
と
比
叡
の
�
峰
が
手
に
と
れ
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
す
っ
か
り
�
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
と
見
分

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
下
方
の
家
々
の
�
か
り
を
俯
瞰
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

小
林
が
畫
帖
を
出
し
て
見
せ
た
。
中
に
松
鄰
（
�
昌
綬
）
が
余
の
東
山
寄
廬
に
題

し
た
詞
が
あ
っ
た
の
で（

（
（

、
こ
れ
を
書
き
取
っ
て
歸
っ
た
。

　
　
　
嵐
山
�
上
�
古
�
、
大
�
如
�
、
�
題
小
督
局
墓
、
弔
以
二
�
。

　
　
　
　
　�

嵐
山
の
�
上
に
古
塚
�
り
、
大
い
さ
�
か
に
�
の
如
く
、
�
に
小

督
局
の
墓
と
題
す
。
弔
ふ
に
二
�
を
以
て
す
。

　
　
　〔
其
一
〕

　
嵯
峨
�
�
�
經
�
　
　
嵯
峨
の
�
�
　
�
た
び
か
經
�
す
る

　
夢
裏
君
王
雨
露（

（
（

多
　
　
夢
裏
　
君
王
　
雨
露
多
し

　
�
珮（

（
（

�
貽
湘
水
恨（

（
（

　
　
�
珮
　
�つ
ひ

に
湘
水
の
恨
み
を
貽お
く

る
も

　
�
他
�
嫁
慘
笳
歌（

（
（

　
　
他か

の
�
く
嫁
し
て
笳
歌
に
慘う
れ

ふ
る
に
�
る

　
　
　〔
其
二
〕

　
玉
鉤
一
掬
古
苔
�
　
　
玉
鉤
も
て
一
た
び
古
苔
の
�
す
を
掬す

く

ふ

　
�
業
�
家
蹟
可
�
　
　
�
業
の
�
家
　
蹟あ

と

�
ぬ
べ
し

　
縱
使
胭
脂（

（
（

�
鉅
劫
　
　
縱た
と

ひ
胭
脂
を
し
て
鉅
劫
よ
り
�
れ
し
む
る
も

　
香
魂（

（
（

依
舊
怨
�
禽（

（
（

　
　
香
魂
は
舊
に
依
り
�
禽
を
怨
ま
ん

　
　
　�

嵐
山
の
路
邊
に
古
塚
が
あ
っ
て
、
大
き
さ
は
わ
ず
か
に
�
ほ
ど
で
、
墓

�
に
は
「
小
督
局
墓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
首
の
�
句
を
詠
ん
で
靈

を
弔
っ
た
。

　
　
　〔
其
の
一
〕

嵯
峨
で
の
�
�
は
ど
れ
ほ
ど
經
っ
た
こ
と
か
。
夢
の
中
で
は
君
王
か
ら
厚

い
寵
愛
を
承
け
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
芳
草
を
帶
び
玉
に
し
〔
高
�

に
身
を
守
っ
て
は
き
た
が
〕、
つ
い
に
〔
君
王
の
死
に
�
い
〕
湘
水
に
臨
ん

で
恨
み
の
思
い
を
�
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
�
く
〔
匈
奴
に
〕
嫁
し
て

胡
笳
の
歌
に
悲
し
み
を
託
す
よ
り
も
優
っ
た
境
涯
と
思
わ
れ
る
。
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　〔
其
の
二
〕

玉
で
作
っ
た
鉤
で
墓
石
を
�
う
苔
を
取
り
除
い
て
み
る
と
、
�
業
を
興
し

た
�
氏
の
足
跡
が
偲
ば
れ
る
。〔
南
�
の
陳
の
�
跡
〕
胭
脂
井
が
時
代
の
激

し
い
変
動
か
ら
破
壞
を
�
れ
た
と
し
て
も
、
女
性
の
魂
は
昔
と
變
わ
り
な
く

國
を
滅
ぼ
し
た
�
禽
將
軍
を
怨
み
�
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
〔
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
小
督
局
は
、
�
家
の
た
め
に
憂
き
目
に
�
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
怨

ん
で
い
よ
う
〕。

　
　
　
附
小
督
局
傳

小
督
局
は
、
高
倉
�
の
寵
妃
な
り
。
權
中
�
言
�
原
�
範
の
女

む
す
め
【
原
�

（
以
下
省
略
）：

長
門
本
�
家
物
語
に
曰
は
く
、
�
原
�
�
の
季
女
に
し
て
、

三
條
小
河
に
居
る
。
故
に
小
河
殿
と
號
す
、
と
。】。
琴
を
善
く
し
、
�
色
�

り
。
是
に
由
り
て
宮
に
入
り
大
い
に
寵
せ
ら
る
。
�
禮
門
院
の
寵
稍
々
弛
む

【
�
家
物
語
に
曰
は
く
、
葵
の
�
卒
し
、
�
甚
だ
哀
慟
す
。
中
宮
乃
ち
小
督

を
�
れ
之
を
慰
ま
し
む
、
と
。
未
だ
孰
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
ず
。】。
初
め

小
督
の
家
に
在
り
し
時
、
淸
�
の
婿
の
�
原
隆
�
に
�
ず
。
宮
に
入
る
に
�

ぶ
も
、
隆
�
、
眷
戀
し
て
已
ま
ず
。
淸
�
、
中
宮
の
寵
衰
ふ
こ
と
、
又
隆
�

の
憂
鬱
、
皆
小
督
に
因
る
の
故
、
之
を
�
さ
ん
と
欲
す
。
小
督
、
潛
か
に
宮

を
出
で
、
嵯
峨
の
民
舍
に
�
る
。
�
、
北
面
の
士
の
源
仲
國
に
命
じ
之
を
索

め
し
む
。
仲
國
、
單
騎
に
し
て
嵯
峨
に
至
り
、
遙
か
に
琴
聲
を
聞
き
、
從
ひ

て
之
を
得
て
宮
に
回
る
。
寵
�
い
よ
渥
く
、
坊
門
院
を
生
む
。
淸
�
、
之
を

聞
き
怒
り
、
捕
へ
て
以
て
尼
と
爲
す
。
時
に
年
二
十
三
【
長
門
本
�
家
物
語

に
曰
は
く
、
淸
�
、
宮
に
入
り
て
小
督
を
引
き
出
し
、
其
の
美
を
�
る
に
心

動
き
、
耳
語
し
て
已
ま
ず
。
小
督
從
は
ず
、
淸
�
大
い
に
怒
る
。
其
の
耳
�

を
截
り
、
命
じ
て
尼
と
爲
し
之
を
放
た
し
む
、
と
。】。
�
、
憂
�
し
て
�
を

發
し
て
�
ず
。
後
、
小
督
は
大
堰
川
に
投
げ
死
す
と
云
ふ
【
大
日
本
史
】。

　
　
　
風
入
松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
鄰

董
�
經
兄
�
京
都
、
新
營
吉
田
山
居
。
寫
眞
寄
示
、
�
賦
此
闋
。
昌
綬
、

辛
亥
�
、
�
居
庸
南
口
、
兄
屢
來
相
訪
。
展
畫
如
覩
舊
�
。
而
吉
田
�
�
、

山
樹
蔥
蔚
、
風
景
尤
�
。
恨
不
得
移
家
�
從
。

董
�
經
兄
、
京
�
に
�
び
、
新
に
吉
田
の
山
居
を
營
む
。
寫
眞
も
て

寄
せ
示
し
、
�

に
は
か
に
此
の
闋け
つ

を
賦
す
。
昌
綬
、
辛
亥
の
�
、
居
庸
の
南
口

に
�
し
、
兄
屢
し
ば
來
り
相
訪
ぬ
。
畫
を
展
ず
る
に
舊
�
を
覩
る
が
如

し
。
而
れ
ど
も
吉
田
の
�
�
、
山
樹
蔥そ

う
う
つ蔚
と
し
て
、
風
景
尤
も
�ま
さ

る
。

恨
む
ら
く
は
家
を
移
し
�
從
す
る
を
得
ざ
る
を
。

　
翛
然
塵
外
識
君
廬
　
　
塵
外
に
翛せ

う

然
と
し
て
君
の
廬
を
識
る

　
山
�
吉
田
居
　
　
　
　
山
は
�
な
り
吉
田
の
居

　
中
原
劫
火（

（（
（

匆
匆
�
　
　
中
原
の
劫
火
　
匆
匆
と
し
て
�
ぎ

　
已
�
�
�
涸
桑
枯（

（（
（

　
　
已
に
�
�
し
て
�
涸
れ
桑
枯
る

　
�
�
暫
容
�
�
　
　
　
�
�
　
暫
く
容ま

さ

に
�
�
す
べ
き
も

　
行
吟
漫
�
樵
漁（

（（
（

　
　
　
行
吟
　
漫み
だ

り
に
樵
漁
を
�
ら
し
め
ん

　�

相
從
襥
被（
（（
（

記
應
無
　
　
相
從
ひ
襥
被
す
る
こ
と
記
す
る
こ
と
應
に
無
か
る
べ
し

　
小
別
隔
年
餘
　
　
　
　
小
別
　
年
餘
を
隔
つ

　
重
關
一
握
征
車
�
　
　
重
關
に
一
た
び
握
り
征
車
�
く

　
想
嵐
痕
樹
影
�
如
　
　
想
ふ
嵐
痕
と
樹
影
に
�
つ
て
如に

た
る
と

　
賸
我
紅
兒
讀
曲（

（（
（

　
　
　
我
が
紅
兒
の
讀
曲
を
賸あ
ま

す
も



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
紀
�
　
第
六
號	

六
三

　
�
他
綠
子
鈔
書（
（（
（

　
　
　
他か

の
綠
子
の
鈔
書
に
�
す

　
　
　
風
入
松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
鄰
（
�
昌
綬
）

董
�
經
（
董
康
）
君
が
京
都
に
行
き
、
最
�
、
吉
田
に
山
居
を
�
え
た
。

寫
眞
で
そ
の
樣
子
を
傳
え
て
き
た
の
で
、
�
い
で
こ
の
詞
を
作
っ
た
。
昌
綬

は
、
辛
亥
（
宣
統
三
年
、
一
九
一
一
）
の
�
、
居
庸
關
の
南
口
に
�
屯
し
て

い
た
頃
、
彼
が
し
ば
し
ば
來
訪
し
て
く
れ
た
。
畫
帖
を
開
い
て
み
る
と
�
年

の
交
�
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
（
居
庸
關
邊
り
と
は
異
な
っ
て
）
吉

田
の
�
�
は
、
山
の
樹
木
が
鬱
蒼
と
茂
り
、
風
景
が
非
常
に
す
ば
ら
し
い
。

家
を
移
し
て
附
き
從
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
殘
念
で
あ
る
。

董
康
君
の
�
ま
い
は
世
俗
か
ら
超
然
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
�
樹
に
�

ま
れ
た
吉
田
の
山
居
で
あ
る
。
中
原
の
地
に
變
革
の
混
亂
が
忽
ち
の
う
ち
に
�
ぎ

行
き
、
す
で
に
�
展
し
て
世
�
は
激
變
の
樣
子
を
示
し
て
い
る
。
�
人
と
し
て
氣

ま
ま
に
ふ
る
ま
っ
て
暫
く
の
あ
い
だ
�
り
に
興
じ
ら
れ
る
の
が
よ
く
、
水
邊
を
�

い
て
詩
を
吟
じ
て
い
る
と
樵
や
漁
父
を
だ
ま
し
て
〔
屈
原
で
あ
る
と
〕
�
解
さ
せ

て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
〔
居
庸
關
の
南
口
に
�
屯
し
て
い
た
頃
〕
私
の
�
先
に
ま
で
足
を
�
ん

で
下
さ
っ
た
こ
と
は
き
っ
と
憶
え
て
お
ら
れ
ま
い
。
お
別
れ
し
て
何
年
も
經
っ

た
。
堅
固
な
關
門
で
握
手
し
て
後
、
�
人
を
乘
せ
る
車
は
疾
走
し
、〔
お
�
は
〕

山
氣
の
名
殘
や
樹
影
の
よ
う
に
〔
は
か
な
く
〕
想
像
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
私

の
歌
妓
に
戲
曲
を
た
く
さ
ん
に
讀
ま
せ
て
も
、
綠
子
女
史
が
古
籍
を
書
寫
す
る
に

は
�
け
て
し
ま
う
。

（
1
）
董
康
は
辛
亥
革
命
後
、
京
都
に
�
を
�
け
た
。
本
書
卷
四
下
・
民
國
十
六
年

（
一
九
二
七
、
昭
和
二
年
）
四
�
二
十
六
日
條
に
よ
る
と
、
東
山
に
居
宅
を
�
え
た
の

は
民
國
二
年
（
一
九
一
三
、
大
正
二
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
現
京
都
市
左
京
區
の
吉
田

神
樂
岡
に
位
�
し
、
�
地
「
�
か
に
二
百
余
�
」、「
�
峰
�
�
し
、
檻
外
の
萬
象
、
悉

く
我
が
�
と
爲
り
、
天
然
の
�
地
な
り
」
と
そ
の
樣
子
を
�
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

の
年
の
�
に
歸
國
し
た
。

（
2
）
董
康
の
東
山
山
居
の
畫
帖
に
松
鄰
（
�
昌
綬
）
が
詞
を
書
き
附
け
た
こ
と
は
本
書

卷
四
下
・
民
國
十
六
年
（
一
九
二
七
、
昭
和
二
年
）
四
�
二
十
六
日
條
に
、
見
え
る
。

（
3
）「
雨
露
」は
恩
惠
を
喩
え
た
も
の
。
こ
こ
で
は
小
督
局
が
高
倉
天
皇
か
ら
賜
っ
た
寵
愛
。

�
の
王
世
貞
「
陽
春
曲
」（『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
卷
六
）
に
「
君
王
雨
露
在
一
身
、
�

得
徧
灑
東
門
塵
（
君
王
の
雨
露 

一
身
に
在
り
、
�
ぞ
徧
あ
ま
ね
く
東
門
の
塵
に
灑そ
そ

ぐ
を
得
ん
）」

と
あ
る
。

（
4
）「
�
珮
」
は
�
（
ふ
じ
ば
か
ま
）
を
珮
玉
の
ご
と
く
�
に
帶
び
、
身
を
淸
ら
か
に
す

る
こ
と
。「
�
」
は
辟
�
・
淨
�
の
效
力
を
も
つ
と
さ
れ
る
香
草
。『
楚
辭
』
に
�
出
し

て
高
�
な
德
、ま
た
君
子
を
喩
え
る
こ
と
が
あ
る
。「
珮
」は
佩
に
�
じ
る
。「
�
珮
」は
、

『
楚
辭
』「
離
騷
」
の
「
扈
江
離
與
辟
芷
兮
、紉
秋
�
以
爲
佩
（
江
離
と
辟
芷
と
を
扈
か
ふ
む
り
、

秋
�
を
紉つ
づ

り
て
以
て
佩
と
爲
す
）」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

（
5
）「
湘
水
恨
」
は
、
古
代
の
�
天
子
の
�
が
南
征
し
て
蒼
梧
の
野
で
歸
ら
ぬ
人
と
な
り
、

從
い
來
た
っ
た
二
妃
も
湘
水
（
現
湖
南
省
を
南
か
ら
北
に
流
れ
洞
�
湖
に
�
ぐ
川
）
の

あ
た
り
で
�
く
な
っ
た
と
い
う
故
事（『
列
女
傳
』な
ど
に
見
え
る
。ま
た『
楚
辭
』「
九
歌
」

の
「
湘
君
」「
湘
夫
人
」
は
二
妃
を
歌
っ
た
も
の
と
の
解
釋
が
あ
る
）
を
用
い
、
�
御

し
た
高
倉
天
皇
に
對
す
る
小
督
局
の
悲
し
み
を
い
う
。「
湘
水
」
は
小
督
局
の
塚
の
�

を
流
れ
る
大
堰
川
に
見
立
て
た
も
の
。

（
6
）「
�
嫁
慘
笳
歌
」
は
、
後
�
末
の
蔡
琰
（
字
�
�
）
の
故
事
を
用
い
た
表
現
。
大
學

�
の
蔡
邕
の
む
す
め
蔡
琰
は
、
未
�
人
と
な
っ
て
實
家
に
歸
っ
て
い
た
が
、
天
下
の
喪

亂
に
�
�
、
南
匈
奴
の
�
略
に
よ
っ
て
�
れ
去
ら
れ
、
左
賢
王
の
妻
と
な
っ
て
胡
地
に

あ
る
こ
と
十
二
年
、
二
子
を
�
け
た
。
後
、
曹
操
の
力
に
よ
っ
て
贖
わ
れ
て
歸
�
を
果

た
し
、董
祀
に
重
嫁
し
た
。
事
は
『
後
�
書
』
列
女
傳
に
見
え
る
。
ま
た
「
胡
笳
十
八
拍
」

（『
樂
府
詩
集
』
卷
五
十
九
な
ど
）
は
蔡
琰
が
そ
の
數
奇
の
人
生
を
歌
っ
た
作
と
さ
れ
る
。

（
7
）「
胭
脂
」
は
�
紅
を
い
う
が
、こ
こ
で
は
南
京
の
鷄
鳴
寺
の
奧
に
今
も
�
る
「
胭
脂
井
」

を
指
す
。
胭
脂
井
（
景
陽
井
と
も
い
う
）
は
、
南
�
の
陳
が
滅
�
す
る
際
、
�
國
の
天

子
陳
叔
寶
が
愛
妃
の
張
麗
華
・
孔
貴
嬪
と
そ
の
中
に
入
っ
て
隋
兵
か
ら
�
れ
よ
う
と
し



董
康
『
書
舶
庸
�
』
九
卷
本
譯
�
（
五
）	

六
四

た
と
い
う
井
�
。

（
8
）「
香
魂
」は
女
性
の
魂
。「
香
」は
女
性
に
屬
す
る
も
の
を
表
す
。
�
の
韋
莊
の
�
句「
合

歡
�
�
」（『
浣
花
集
』
卷
二
）
に
、「
�
�
南
廵
去
不
歸
、
二
妃
相
誓
死
江
湄
。
�
留

萬
古
香
魂
在
、
結
作
�
葩
合
一
枝
（
�
�
南
廵
し
て
去ゆ

き
て
歸
ら
ず
、
二
妃
相
誓
ひ
て

江
湄
に
死
す
。�
し
く
萬
古
に
留
ま
り
香
魂
在
り
、結
び
て
�
葩
と
作な

り
一
枝
に
合
す
）」

と
あ
る
。

（
9
）「
�
禽
」
は
隋
の
將
軍
の
名
。
�
擒
虎
（
�
代
で
は
高
�
の
�
父
の
諱
虎
を
�
け
て

�
擒
と
略
し
た
）
と
も
い
う
。
彼
は
南
�
の
陳
を
攻
め
滅
ぼ
す
先
鋒
と
な
り
、
陳
の
後

�
の
陳
叔
寶
を
捕
ら
え
軍
功
を
擧
げ
た
。
淸
の
王
士
禛
『
漁
洋
詩
話
』
卷
中
に
「
靑
谿

故
�
張
麗
華
小
祠
、
金
陵
圖
經
不
載
。
余
少
時
、
客
秦
淮
、
賦
雜
詩
二
十
餘
首
、
而
獨

�
此
。
因
補
賦
二
�
句
云
、（
第
一
首
省
略
）
臨
春
結
綺
已
�
沈
、
�
�
�
凉
碧
蘚
�
。

惟
�
靑
谿
嗚
咽
水
、
千
年
�
自
怨
�
禽
（
靑
谿
に
故も
と

張
麗
華
の
小
祠
有
る
も
、『
金
陵

圖
經
』
は
載
せ
ず
。
余
少わ
か

か
り
し
時
、
秦
淮
に
客
た
り
て
、
雜
詩
二
十
餘
首
を
賦
し
、

而
れ
ど
も
獨
り
此
を
遺
す
。
因
り
て
補
ひ
て
二
絶
句
を
賦
し
て
云
ふ
、
…
…
春
に
臨
み

て
綺
を
結
ぶ
も
已
に
消
沈
し
、
遺
廟
は
荒
涼
と
し
て
碧
蘚
侵
す
。
惟
だ
靑
谿
の
嗚
咽
の

水
有
る
の
み
に
し
て
、
千
年
猶
ほ
自
ら
韓
禽
を
怨
む
）」
と
あ
る
。

（
10
）「
劫
火
」
は
、
佛
敎
で
末
世
に
�
こ
る
と
い
う
世
界
を
燒
き
盡
く
す
大
火
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
辛
亥
革
命
に
よ
る
混
亂
を
指
す
。

（
11
）「
�
涸
桑
枯
」
は
世
の
移
り
變
わ
り
が
甚
だ
激
し
い
こ
と
を
い
う
。
仙
女
の
�
姑
が

仙
人
の
王
�
（
字
方
�
）
と
�
に
相
會
う
て
か
ら
「
已
に
東
�
の
三
た
び
桑
田
と
爲
る

を
見
る
」
と
い
っ
た
故
事
（『
太
�
廣
記
』
卷
六
十
引
『
神
仙
傳
』）
に
基
づ
く
。
こ
れ

か
ら
「
滄
�
桑
田
」
の
�
語
が
生
ま
れ
た
。
南
宋
の
劉
辰
�
「
念
奴
嬌
（
酬
王
�
山
）」

詞
に
「
滄
�
桑
枯
」
の
句
の
用
例
が
見
え
る
が
、
こ
こ
に
「
�
涸
」
と
い
う
の
は
世
變

の
甚
大
さ
を
よ
り
�
く
表
し
て
い
る
。

（
12
）「
行
吟
漫
�
樵
漁
」
は
、『
楚
辭
』
漁
父
を
典
故
に
し
た
表
現
。
楚
王
に
放
�
さ
れ

江
湘
の
閒
に
流
浪
す
る
屈
原
は
、「
澤
�
に
行
吟
し
」
て
い
た
と
こ
ろ
、
漁
父
に
出
會
っ

て
處
世
を
�
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
漁
父
は
隱
�
と
さ
れ
、
ま
た
「
樵
」
も
同
じ
く

隱
�
を
�
味
す
る
。
こ
の
一
句
は
、
中
國
か
ら
日
本
に
�
命
し
た
董
康
が
屈
原
の
よ
う

に
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）「
襥
被
」
は
衣
�
と
夜
�
を
�
む
こ
と
を
い
う
。
�
時
、
中
國
で
は
�
行
に
は
夜
�

を
攜
行
し
た
の
で
、「
襥
被
」
は
�
裝
を
整
え
る
�
味
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

（
14
）「
賸
我
紅
兒
讀
曲
」
の
「
賸
」
字
の
�
味
は
�
解
。
こ
の
句
は
、
本
書
卷
四
下
・
民

國
十
六
年
四
�
二
十
六
日
條
に
は
「
媿
我
紅
兒
度
曲
（
媿
づ
ら
く
は
我
が
紅
兒
の
度
た
く
き
よ
く曲

〈
作
曲
の
�
〉）」
に
作
り
、
句
�
が
分
か
り
や
す
い
。「
紅
兒
」
は
、
杜
紅
兒
と
い
う
歌

に
巧
み
な
�
代
の
名
妓
（
�
の
羅
虬
「
比
紅
兒
詩
」
に
見
え
る
）。
後
世
こ
れ
に
因
ん

で
歌
妓
を
廣
く
指
し
て
「
紅
兒
」
と
い
う
。

（
15
）「
綠
子
鈔
書
」
の
「
綠
子
」
は
、
民
國
二
年
（
一
九
一
三
）
に
董
康
が
吉
田
山
の

邸
宅
に
い
た
頃
に
傭
っ
た
女
性
。「
大
家
の
風
範
」
を
�
す
る
ほ
ど
楷
書
に
巧
み
で
寫

本
の
役
目
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
�
田
綠
子
の
こ
と
。
卷
四
下
・
民
國
十
六
年
四
�

二
十
六
日
條
の
拙
譯
�
を
參
照
さ
れ
た
い
（「
就
實
語
�
」
第
十
九
號
、
頁
一
〇
八
。

ま
た
頁
一
二
七
に
�
田
綠
子
の
�
像
を
載
せ
た
）。（

立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
）


